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A. 研究目的 
 
 地域における小児保健医療提供体制の問題点

と包括的な成長発育支援の在り方に関して、小児

外科関連の専門医制度、NCD（National Clinical 

Database）などの症例登録制度との連携がどのよ

うな現状であるか、またどのように貢献している

のかを研究する。 
 

B. 研究方法 
 
 研究の目的に従い以下の 2 つの領域に細分し、

研究を行った。 

１）小児外科関連の専門医制度 

A） NCD（National Clinical Database）

との連携 
 

C. 研究結果 
 
１）小児外科関連の専門医制度（平成 29年 12月
段階） 

– 日本小児外科学会 指導医・専門
医 

– 日本小児血液・がん学会 認定外
科医 

– 13県において認定医不在 
– 日本周産期新生児医学会 認定外
科医 

– 19 道府県にて認定外科医

不在 
– 日本小児泌尿器科学会 認定医 

– 6県において認定医不在 
– 日本内視鏡外科学会 技術認定制
度 

– 31 道府県において認定医
不在 

– 日本移植学会 移植専門医 
– データ未収 

２）NCD（National Clinical Database）との連携 
NCD本来の目的 

 専門医制度との連携 
 医療水準評価に基づく医療の質の向上 
小児外科領域における特殊性 

 高難度手術の種類は多いが、症例数は少ない 
 地域における専門医による小児外科医療の提
供の現状 
 長期治療成績の把握が必要である 

NCDを用いた新生児外科集計へのとりくみ 
 次回（2018年）集計に NCDの利用を検討 
 利点 

• 負担軽減（学会員、集計者、
倫理審査など） 

• データの標準化 
• 蓄積データの将来的な利
用 

 まだ不明な点 
• 悉皆性 
• 心臓外科医、泌尿器科医の
手術は除外されている 

• 過去との比較が難 
 

研究要旨 
地域における小児保健医療提供体制の問題点と包括的な成長発育支援の在り方に関

して、小児外科関連の専門医制度、NCD（National Clinical Database）などの症例登

録制度との連携がどのような現状であるか、またどのように貢献しているのか 2 つの

観点から研究を行った。小児外科関連の専門医制度の問題点として地域遍在性が解消

されていないこと、新しく始まった関連領域の認定医制度は取得者がまだ少ない現状

がある。NCD においては専門医制度との連携や医療水準の評価に基づく医療の質の向

上が図られており、データベースをもとにした地域医療の問題点の把握なども可能に

なると考えられる。これらのとりくみは地域における小児保健医療提供体制、特に小

児外科領域についても提言を行うために必要であると考える。 
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D. 考察 
 
 小児外科関連の専門医制度の問題点として地

域遍在性が解消されていないこと、新しく始まっ

た関連領域の認定医制度は取得者がまだ少ない

現状がある。NCDを利用した専門医制度との連携

や医療水準の評価に基づく医療の質の向上が図

られており、これらは地域における小児保健医療

の提供体制の現状把握に有用であると考えられ

る。 
 

E. 結論 
 
 本プロジェクトの目的を達成するための一手

段として小児外科領域からは関連専門医制度の

現状の把握と問題点の解消、NCDとの連携による

専門医制度の充実、データベースをもとにした地

域医療の問題点の把握などを通じて地域におけ

る小児保健医療提供体制についての提言を進め

ることが可能になると考える。 
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